
洛
中
洛
外
図
屏
風

天
正
二
年
(
一
五
七
四
織
田
係
が
上
杉
糟

に
贈
っ
九
と
い
う
六
曲
一
双
の
屏
風
が
あ
る
。
上
杉

本
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
と
呼
ば
れ
、
狩
野
永
徳
の

筆
に
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
屏
風
は
、
中
世
末
の
代
表
的
な
陣
屏
画
の
一

つ
と
し
て
ょ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
天
文
八
年
(
一
五

三
九
)
以
後
永
禄
七
年
(
一
五
六
四
ま
で
の
作
品

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
年
度
の
京
都
国
立
博
物
館

春
季
特
別
展
「
京
・
近
江
の
陣
壁
画
」
に
出
品
さ

れ
、
多
く
の
人
に
観
察
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
図

録
な
ど
で
見
る
の
と
遂
っ
て
、
目
近
か
に
展
開
さ
れ

た
突
物
の
迫
力
に
は
、
否
応
な
く
圧
倒
さ
れ
、
く
い

入
る
よ
う
に
見
つ
め
廻
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
屏
風

当
時
の
洛
中
洛
外
に
存
在
し
た
袖
社
・
仏

に
は
、

閣
、
公
象
・
武
象
の
邸
宅
に
加
え
て
、
市
中
の
繁
米

ぷ
り
が
往
来
す
る
多
数
の
人
物
な
ど
に
ょ
っ
て
詳
細

に
画
か
れ
て
い
て
、
祗
園
祭
の
に
ぎ
に
ぎ
し
い
山
鋒

巡
行
寝
子
さ
え
、
楽
し
く
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
。
画
か
れ
て
い
る
建
物
や
町
割
り
の
配
置
は
、
例

え
ば
一
条
堀
川
の
戻
橋
、
一
条
千
本
東
の
浄
福
寺
、

大
将
墨
な
ど
の
相
亙
の
焦
関
係
を
は
じ
め
「
一

条
風
呂
」
と
し
て
当
時
の
庶
民
が
好
ん
で
入
湯
し
た

と
い
う
風
呂
屋
な
ど
を
含
め
て
、
写
実
性
を
も
っ
て

お
り
、
文
献
に
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
綴
に
た

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
屏
風
の
左
双
第
四
、
第
五
扇
の
下
部
に
は
他

を
圧
す
る
か
ま
え
で
足
利
将
軍
邸
が
画
か
れ
、
脇
に

公
方
様
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
将
軍
邸
は
、
室
町
北

小
路
(
現
在
の
今
出
川
通
)
に
あ
っ
て
、
東
西
一

丁
、
南
北
二
丁
を
占
め
て
い
て
北
は
西
大
路
(
元
毘

沙
門
堂
大
銘
、
現
在
の
上
立
売
通
)
に
面
し
て
い

る
。
屏
風
に
ょ
る
と
、
将
軍
邸
の
右
下
、
東
北
部
に

位
置
し
て
相
国
寺
の
山
門
や
法
堂
の
瓦
葺
き
枷
監
が

見
え
る
。
三
百
六
十
尺
に
及
ん
だ
と
い
う
今
は
無
き

相
国
寺
大
堪
か
ら
の
鳥
瞰
を
、
屏
風
絵
に
し
た
の
だ

と
い
う
見
方
さ
え
あ
る
。
さ
し
ず
め
、
現
在
の
位
置

か
ら
す
れ
ば
、
黒
社
の
今
出
川
キ
ャ
ン
バ
ス
上
空

か
ら
の
展
望
と
思
え
ば
よ
い
。

桜
ノ
御
所
と
絲
桜

屏
風
絵
を
詳
細
に
観
察
す
る
と
、
作
者
狩
祭
徳

の
配
慮
が
心
に
く
い
ぱ
か
り
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
樹

木
の
一
本
に
さ
え
息
吹
き
急
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

希
邸
の
業
、
こ
れ
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
屏

風
に
は
、
将
軍
邸
の
西
方
、
小
川
の
東
、
上
立
売
の

上杉本"洛中洛外図屏風"の一部
・右上の近衛殿が新町校地に相当
・下半中央が室町幕府(花の御所)
・下辺の通りが鳥丸小路

.右創めの通りが毘沙門堂大路(上立売通)

同志社歴史散歩

桜ノ御所と

新町校地

鈴木重治
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南
に
入
江
殿
、
近
衛
殿
の
屋
敷
が
隣
接
し
て
い
て
、

近
衛
邸
に
は
南
北
に
並
ぷ
二
棟
の
入
母
屋
造
り
の

他
、
老
松
や
桜
樹
の
植
込
を
も
つ
庭
園
さ
え
画
か
れ

て
い
る
。
こ
の
桜
は
、
一
見
し
て
柳
と
見
ま
が
う
樹

形
を
し
て
い
る
が
、
花
に
ょ
っ
て
桜
で
あ
る
こ
と
は

明
暸
で
あ
っ
て
、
糸
桜
・
俗
に
言
う
し
だ
れ
桜
と
認

め
ら
れ
る
。
こ
の
桜
は
、
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
て

)し

「
翰
林
五
鳳
集
」
に
罷
寺
一
八
六
代
住
持
江
心
承

董
の
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
の
こ
と
で

あ
る
。
ち
な
み
に
そ
の
詩
を
挙
げ
て
置
く
。

近
衛
殿
緑
絲

寿
入
二
・
綬
一
見
二
始
奇
一
。

詠
二
和
歌
一
又
凪
二
唐
詩
一
。

絲
々
塔
在
ス
而
ノ
上
。

若
姦
"
急
二
柳
枝
一
。

足
利
将
軍
邸
を
花
ノ
御
所
と
呼
ん
だ
京
雀
が
、
近

衛
邸
を
桜
ノ
御
所
と
呼
ぷ
に
ふ
さ
わ
し
い
桜
の
銘
木

で
あ
り
、
屏
風
の
作
者
狩
野
永
徳
も
こ
の
こ
と
を
十

分
に
知
っ
て
い
て
、
描
写
に
加
え
九
に
違
い
な
い
。

後
世
に
至
っ
て
も
絲
桜
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
て
い
な

京
都
馨
系
坊
目
誌
上
京
第
八
学
区
之
部
の

)
0
し近
護
表
町
の
項
に
は
、
名
跡
志
か
ら
と
し
て
「
此

所
北
方
に
近
衡
殿
の
別
業
あ
り
。
古
へ
絲
桜
あ
り
て

貴
賤
之
を
賞
す
。
」
と
み
え
、
「
桜
の
御
所
は
中
古
近

衛
殿
の
住
せ
し
所
な
り
。
」
「
維
新
後
邸
地
畠
地
た
り

し
が
明
治
二
十
八
年
以
来
工
業
会
社
の
工
場
と
な

る
。
」
と
続
け
て
い
る
。
ま
た
同
じ
近
衛
殿
別
業
ノ

址
の
項
に
は
、
「
器
殿
表
町
北
側
に
あ
り
。
世
人

0

0
 
0
 
0

桜
ノ
御
所
と
呼
ぷ
。
埀
枝
の
桜
樹
を
植
ら
る
。
後
ち

皇
宮
地
に
移
植
す
。
今
に
残
れ
り
。
」
と
あ
る
。
こ

こ
に
み
え
る
工
業
会
社
と
は
、
日
謡
池
株
式
会
社

の
こ
と
で
あ
り
、
昭
和
三
十
四
年
同
志
社
が
購
入
し

九
現
在
の
新
町
校
地
の
前
身
に
相
当
す
る
。
な
お
、

日
本
園
池
の
本
社
棟
は
、
内
部
が
改
装
さ
れ
て
廊
光

1[

.
一
U
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館
と
な
り
い
ま
な
お
教
室
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

新
町
校
地
と
発
掘
し
た
堀
跡

器
の
同
志
社
新
町
校
地
の
地
番
は
、
上
立
姦

り
に
面
す
る
育
真
館
、
知
得
館
、
新
町
別
館
の
あ
た

り
が
上
京
区
西
大
路
町
六
一
の
一
で
あ
り
、
尋
真
館
、

露
館
、
考
古
学
展
尓
室
の
あ
た
り
は
、
需
殿
表

町
一
五
九
ノ
一
、
渓
水
館
が
需
殿
北
口
町
二
0
0

に
属
し
、
兇
館
南
側
の
民
家
に
取
り
囲
ま
れ
て
い

る
運
動
部
室
群
も
帯
殿
表
町
に
属
し
て
い
る
。
町

名
か
ら
も
う
か
が
え
る
様
に
、
狩
野
永
徳
に
ょ
っ
て

画
か
れ
た
上
杉
本
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
の
近
衛
邸

の
あ
六
り
は
、
ほ
ぽ
新
町
校
地
に
相
当
す
る
よ
う
で

あ
る
。
近
衛
殿
の
屋
敷
が
存
在
し
九
こ
ろ
と
は
す
で

に
大
き
く
様
相
が
変
り
、
書
院
造
り
の
建
物
群
も
ゆ

き
か
う
審
も
、
近
代
的
な
ビ
ル
や
全
国
か
ら
集
る

学
生
の
波
に
と
っ
て
代
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歴

史
的
な
変
化
は
、
新
町
界
隈
だ
け
の
も
の
で
は
な

洛
中
洛
外
の
土
地
利
用
の
大
き
な
変
化
は
、
絵

)
0
し画
や
文
献
な
ど
で
粋
け
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
地

点
ご
と
に
実
証
す
る
に
は
困
雙
L
伴
う
。
そ
れ
ぞ
れ

の
殻
に
つ
い
て
器
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
考
古

学
の
方
法
に
ょ
る
発
掘
調
査
が
有
効
な
手
段
の
一
つ

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

新
町
校
地
を
対
象
と
し
た
窕
掘
詔
査
は
、
昭
和
四

十
八
年
度
に
同
志
社
大
学
校
聖
術
査
委
員
会
が

新
町
別
館
の
棗
に
先
立
っ
て
笑
施
し
、
多
く
の
遺

槌
、
遺
物
を
検
出
し
て
い
る
。
出
土
し
た
瑞
の
う

ち
、
室
町
時
代
の
堀
跡
は
そ
の
一
部
が
新
町
別
館
の

西
側
、
小
川
児
蕃
園
と
の
閻
に
保
存
さ
れ
て
お

り
、
常
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
西
大

路
に
面
し
た
堀
で
あ
っ
て
、
束
西
に
長
く
延
び
て
い

九
こ
と
が
郷
銀
下
の
立
合
裂
で
隠
さ
れ
て

い
る
。
堀
か
ら
出
土
し
た
十
五
世
紀
代
の
陶
磁
器
の

中
に
は
中
国
か
ら
の
輸
人
品
も
多
く
、
地
兀
で
焼
造

し
た
士
禦
と
と
も
に
編
年
上
に
一
つ
の
輩
を
与

え
て
い
る
。
こ
の
堀
は
、
出
士
状
況
や
堆
禎
状
況
か

ら
短
期
間
に
埋
め
ら
れ
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
て
い

て
、
応
仁
の
大
乱
(
一
四
六
七
年
)
延
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
た
。
堀
に
ょ
っ
て
鷲
筈
れ
た
こ
の
地
点

は
、
中
世
の
町
割
り
を
復
兀
す
る
上
で
も
特
定
さ
れ

る
鞭
か
ら
蛋
な
手
が
か
り
を
与
え
て
お
り
、
発

掘
肌
査
の
成
果
の
一
部
を
小
し
て
い
る
。
こ
の
堀
の

南
側
か
ら
は
、
務
の
基
礎
や
井
戸
の
ほ
か
裏
面
に

劣
の
あ
る
硯
、
石
禦
洛
款
印
刻
、
士
聳
具
、
士

鍋
、
土
釜
、
器
(
淳
化
元
宝
、
貞
*
辿
宝
、
煕
寧

元
宝
、
玉
通
宝
、
政
和
辿
宝
、
業
通
宝
な
ど
)
、

無
菱
含
め
て
鴛
遺
跡
に
作
う
多
址
の
遺
物
が
検

出
さ
れ
て
い
る
。
出
土
の
資
料
に
則
し
て
み
る
と
、

こ
の
あ
た
り
は
中
世
の
後
半
、
足
利
幕
府
の
創
設
や

相
国
寺
の
創
袈
後
に
急
激
に
開
け
て
き
た
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
。
奈
良
、
平
安
時
代
に
属
す
る
資
料
が

少
な
く
、
室
町
時
代
以
後
の
資
料
が
圧
倒
的
に
多
い

こ
と
が
、
こ
れ
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
将
軍
家
を

中
心
に
武
家
や
公
家
が
誇
ら
れ
、
邸
禅
に
伴
う

民
家
が
増
加
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
高
札
の
躍
か
れ

た
立
売
あ
た
り
の
賑
い
が
想
像
さ
れ
る
。

発
掘
洲
査
中
、
墨
益
の
西
北
の
隈
に
鞍
馬
石
の

石
碑
が
横
た
わ
っ
て
い
九
の
が
強
く
脳
裡
に
焼
き
付

い
て
い
る
。
石
卿
に
は
「
旧
帯
家
邸
宅
址
」
と
あ

り
、
需
文
磨
の
診
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
洛
中

洛
外
図
屏
風
に
あ
る
裸
足
農
民
や
い
き
い
き
と
し

た
叫
衆
、
供
連
れ
の
武
士
や
公
家
な
ど
兵
に
画
か

れ
た
泉
水
の
あ
る
庭
園
、
こ
れ
ら
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ

プ
し
た
ジ
ー
。
ハ
ン
姿
の
学
生
群
や
、
シ
,
ル
ダ
ー
バ

ツ
グ
の
女
子
学
生
、
近
袋
築
の
校
舎
群
な
ど
、
ま

さ
に
時
代
の
推
移
で
あ
る
。

新
町
校
地
に
保
存
さ
れ
て
い
る
室
町
時
代
の
堀
の

脇
に
、
一
木
の
絲
桜
を
植
え
て
は
い
か
が
な
も
の
だ

ろ
、
つ
力
0

(
同
志
社
大
学
校
地
学
術
調
査
委
員
会
羽
査
主
任
)
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